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「１°の転換」が描く未来に向かって 

   福井大学大学院 福井大学・岐阜聖徳学園大学・富山国際大学 連合教職開発研究科 

准教授  栃川 正樹 
 

先月、学位記伝達式が大講義室で厳かに行われ

ました。後方からその様子を見て、自分が院生だっ

た頃の学位記伝達式とオーバーラップしていまし

た。私が本学教職大学院を修了したのは、早いもの

で 11 年前になります。当時はまだ学校改革マネジ

メントコースもなく、1 学年の定員は 30 名で、学

位記伝達式もコラボレーションホールⅠで十分全

員が集まれる規模でした。今とは違いオンラインで

つながることもなく、コラボレーションホールⅢも

ありません。その時代のことを思い出しながら、頭

の中では一つの問いが生まれていました。 

「なぜ、本学教職大学院がこんなにも長期に続

くコミュニティであり続けられているのだろうか」

ということです。その答えは、１つではなく教職大

学院の様々な学びが複雑に編み込まれ、重層的であ

るため、容易に紐解くことはできないことは想像で

きます。しかし、昨年１年間スタッフとして教職大

学院に関わり、敢えて、その紐を少し解くとすれば、

本学の教職大学院は、教師の養成観がしっかり確立

され、そのための組織・カリキュラムが丁寧に設計

されているからだという私なりの答えにたどりつ

きました。 

昨年度、私は独立行政法人教職員支援機構（NITS）

の研修マネジメント力協働開発プログラムやコア

研修、福井県教育総合研究所の中堅教員研修や初任

者研修、マネジメント研修等、多くの研修に関わら

せていただきました。本学教職大学院が、それらの

研修デザインに大きく寄与していることに改めて

気づかされました。私がそれらの研修に参加し、と

もに学んできたことで見えてきたことや感じたこ

とについて自分の経験と照らし合わせながら、紹介

していきたいと思います。 

主体的に学び続ける教師の姿は、児童生徒にと

っても重要なロールモデルとなります。「教師の学

びと子どもの学びは相似形」とよく言われますが、

学ぶということ自体に教師も児童・生徒に違いはあ

りません。そして、「令和の日本型学校教育」を実

現するためには、子供たちの学びである「授業観・

学習観」の転換とともに、教師自身の学びである「研

修観」の転換を図る必要性があります。 

これまでの研修は、教師目線を主とした伝達型

講習やハウツー型研修が多く見られました。しかし、

現行の学習指導要領では「何ができるようになるか」
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を重視し「何を学ぶのか」「どのように学ぶのか」

を考えることが必要とされています。これらに主語

をつけるのであれば、「（児童・生徒）が何をでき

るようになるのか」「（児童・生徒）が何を学ぶの

か」「（児童・生徒）がどのように学ぶのか」と主

語はすべて児童・生徒となります。 

「教師の学びと子どもの学びは相似形」ならば、

研修も受講者の具体的な学びの姿を考えて「受講者

を主語」にした研修観への転換は自然な流れとなり

ます。研修を通じて、受講者に新たな、豊かな気づ

きを生み出す時間や空間をどのようにデザインす

るとよいか、３つの視点で見ていきます。 

その研修デザインの変化の 1 つ目は、その心臓

部とも言える「対話」です。『省察的実践とは何か』

（ドナルド・A・ショーン、柳沢昌一・三輪健二（監

訳））では、技術的合理性（一般的な原則を適用す

ることで問題を解決しようとし、高地にある低地に

適応する考え方）について書かれています。そこか

ら省察的実践（自らの行為を振り返りながら実践し、

その学びを次の行為に生かし続けることで専門性

を高める実践のあり方）に研修観も転換するのであ

れば、対話の時間は不可欠な要素となります。対話

の中で他者の話を傾聴することは、聞き手にとって

の学びになります。しかし、それ以上に発話者自身

が対話を通じて、自身の考えや思いが整理されたり、

展望を語ったりすることに大きな価値があります。 

私自身も対話の中で、発話して考えがまとまっ

たり、何を目指そうか展望が見えてきたりした経験

があります。対話が気づきのカギだということは間

違いありません。そして、もう一つ重要なことはそ

れを記録にするということです。自分自身に生まれ

た気づきを「話す」だけでは、その話し言葉が瞬間

的に消え去ってしまいます。自分の中で生まれた気

づきについて時間をかけて熟考したことも、頭の中

に置いておくだけではいつかは薄れていくもので

す。今では、音声録音できる便利な機器もあります。

使い方によっては、とても有効なものではあります。

しかし、内省という視点では、書いたり、消したり

を繰り返しながら記録に残すことしか自分自身と

向き合うことはできないのではないでしょうか。こ

うして、巻頭言を書いている自分にも言えることで

もあります。 

２つ目の研修デザインの変化として重要な要素

は「学び合うコミュニティ」ではないでしょうか。

研修の多くは、「ホームグループ」という４～５人

のグループに分かれて、対話の場が準備されていま

した。いわゆる「協働的な学び」の場です。対話の

グループから、問い返しや価値づけなどがあること

で、豊かな気づきや理解につながるのです。 

私たち、教職大学院のスタッフの学びに FD

（Faculty Development）という時間があります。

各種答申や理論書等について読み合い意見交換す

る場です。上述の『省察的実践とは何か』について

も、昨年、読み合いグループで意見交換する機会を

得ました。予定されていた FD の日の事前に、自主

的に数名のスタッフと、それぞれがその本を読んで

の気づきなどを聞き合いました。そうすることで、

自分の考えが整理され、相手の話を聞くことで理解

がかなり深まった感覚が生まれました。翌週、そこ

で得た学びを FD の時間で、さらに新たなスタッフ

と対話することで、豊かで深い気づきにつながる経

験ができました。 

実際に NITSや福井県教育総合研究所の各研修の

多くには「ホームグループ」と「クロスセッション

グループ」が用意されていました。「ホームグルー

プ」から離れ、「クロスセッショングループ」とい

う違うメンバーに向かって話をしたり、聞いたりす

る。これまでと違うメンバーに語るため、さらに相

手に分かるように、もう一度話を組み立て直すこと

が必要になり、学びが繰り上がることとなります。

私も、FD できっとその経験ができたのでしょう。

オンラインでの対話も時によって行いますが、その

際ホストの役割を経験するとグループ協議中に次

の新しいグループ編成を準備できる機能があるこ

とが分かります。これは、「クロスセッション」を

行うことを前提とした機能と考えられ、その有効性

を示すものではないかと想像されます。 
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３つ目の研修デザインの変化は、それぞれの時

間の内容につながりがあるインターバル研修（時間

をおいて複数回行う研修）になっていることです。

1回の研修だけでは、その場だけの気づきだけで終

わってしまいますが、複数回の研修は、それをどう

実践として展開していったのか、あるいはどんな障

壁があって展開しにくい状況にあったのかを知る

ことできます。 

昨年度、ある学校に１年間を通じて複数回研究

会に参加させていただくことができました。毎回、

研究主題をもとに、真剣に語り合っていました。1

回の参加では分からなかったのですが、１年間を通

して見ると、季節がどんどん移り変わるように、先

生方の授業観がどんどん変容していく様に感動し

ました。 

○○観の転換にある「転換」という言葉の意味は、

「物事の傾向や方針を別の方向に変えること」です。

その言葉から、これまでのことから 180°変化する

ような印象を受けます。しかし、実際「〇〇観の転

換」を無理に図ろうとすると、コンフリクトが生じ

ることもあり、一気に変わることは難しいです。 

以前、公開研究会を定期的に行っている研究推

進校で、初めて研究主任を任された経験があります。

任された以上は、何か結果を残さなければと肩に力

が入っていた当時の自分は、これまでの研究主題を

大きく変えることを提案しました。その時、管理職

から「他の先生方がついていけなくなるし、無理は

しないでください」という言葉をいただきました。

その時、私が新採用当時の学年主任から言われた一

言「１°方向を変えるつもりで。たった１°方向を

変えただけでも、そのまま前に進んでいけば最初と

は違う場所に到達することができます。」という言

葉を思い出しました。 

「転換」の意味にある「別の方向に変えること」

は１°変える気持ちで構わないと思います。たった

１°変えることでも、その取り組みを継続的に粘り

強く進めた先にはきっと別の行きたい方向へたど

り着くことでしょう。 

４月、開講式が行われました。新たに６４名の院

生の皆さんを迎え入れての出発となりました。大学

スタッフも同様に新しいメンバーをお迎えしまし

た。さあ、いよいよ、４月月間カンファレンスの始

まりです。授業観・学習観・研修観・養成観の転換

といろいろな立場で、関わりは変わりますが、VUCA

の時代「令和の日本型学校教育」の実現を目指し、

今もっている○○観の転換へとともに歩んでいき

ましょう。そして、協働探究者として、ともに学び

を楽しんでいきしょう。 
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福井大学連合教職大学院 准教授  井口 哲平（いぐち てっぺい） 

はじめまして、

井口哲平と申しま

す。私は、長野県の

中学校教員を 17 年、

中高一貫校の教員

を５年勤めた後、長

野県総合教育セン

ターで経年研修の

企画・運営やキャリ

ア教育の研修講座を３年間担当しました。４月から、

福井大学連合教職大学院のスタッフとしてお世話に

なります。私の出身は、長野県岡谷市というところで、

２月に福井大学教職大学院と岡谷市教育委員会が連

携協定を結んだということもあり、縁を感じていま

す。 

私の教員生活は、多くの方との出会いが大切だっ

たと思います。きっかけや転機になったと感じる出

会いについて紹介し、自己紹介とさせていただきま

す。 

私が「学校の先生」になりたいと思ったのは小学

校２年生のときの担任がきっかけでした。１年生の

ときに担任が産休に入ったため、２年生の１学期だ

け担任だった先生です。１年生のときに担任が変わ

ったことで、クラスはあまり良い状況とは言えませ

んでした。そこに大学を卒業してすぐの先生が入っ

て、クラスで歌を歌ったりみんなで裏山にあったア

スレチックで遊んだりしたことをよく覚えています。

それまでバラバラだったクラスが、その先生を中心

に１つになったと感じました。担任が変わっただけ

で、それまであまり仲良くなかった級友とも仲良く

なったり、毎日学校に行くのが楽しみになったりし

ました。「学校の先生」が格好いいと思い、私もそう

なりたいと思ったことがきっかけでした。このとき

を振り返ると、教師の『影響力』はとても大きいと思

いました。自分が働いているときには、プレッシャー

でもありましたが、やりがいに繋がっていました。 

私が本当の意味で「学校の先生」になったのは、

２校目のクラスを担任したときだったように思いま

す。１校目は若い先生が多く、その先生方と楽しく過

ごすことはできましたが、受け持った学級は失敗の

連続だったように思います。副担任で入ってくださ

った生徒指導の先生から、教室環境や生徒に対する

指導の基本について教えていただきながら何とか終

えたという感じでした。２校目では、その先生の教え

を入学時から徹底しました。すると、１校目でうまく

いかなかったことと同じようにやっても、何故かう

まくいきます。その学校は３年間クラス替えがなく、

担任も同じだったのですが、３年生のときは私が何

もしなくても生徒同士で問題解決をし、私はその姿

を見守っていました。剣道に「守破離」という言葉が

あります。このクラスはまさにこの言葉通りの成長

をしたと感じた３年間でした。１校目に出会った先

輩の先生の『指導力』は、真似してみると生徒が自分

自身で進む力をつけることだと実感し、それまで生

徒に言うことを聞かせることが『指導力』だと思って

いた自分を反省しました。 

私の担当教科は数学です。数学の授業は毎回楽し

く取り組んでいました。どうすれば生徒にわかりや

すく授業ができるか、どうすればもっとテストの点

が上がるのかを考え、他の先生の授業の様子を聞い

たり、いろんな著書を読んだりしながら工夫して取

り組んできました。しかし、前述の中高一貫校の生徒

スタッフ紹介 
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は、中学校選抜で合格した生徒たちです。自分の力で、

解決したいという思いが強い生徒たちです。これま

でに考えてきた、わかりやすく、テストの点を上げる

ような授業では、授業はそれなりに楽しくできるの

ですが、本当の意味で力を伸ばしている実感があま

りできなかったように思いました。生徒が自分から

もっと知りたい、もっと学びたいという思いを引き

出すにはどうすればよいか、授業をすればするほど

小さくまとまっていく印象でした。誰のための授業

なのか、自分が生徒のためと思ってやってきたこと

は、本当に生徒のためであったのか、そう考えて取り

組んだのは『教材研究』でした。この材は本当に生徒

の力を引き出すことができるものなのか、新たな疑

問をもつことができるのか、高校の先生方にも相談

しながら取り組んできました。すると、生徒は、私の

出した問いで終わらない追究をするようになりまし

た。それまでは問題を解決するだけだったことから、

生徒自身で課題を見つけ、取り組む姿を見せてくれ

ました。徹底的に教材研究をすることで、生徒の新た

な問いを支えることもでき、私の想定していなかっ

た問いに対しては一緒に考えることもできました。

中高一貫校の生徒たちに出会ったことで、それまで

の私の取組を振り返り、本質は何かを考えることに

繋がりました。 

確かな『教材研究』をベースに、『指導力』を磨

き、『影響力』が大きいことを自覚することを大切に

してきました。これは、恩師、先輩、生徒をはじめ、

多くの方との出会いから気付いたことです。福井で

は、更に多くの方との出会いがあると思います。これ

から出会う方々と、互いに成長できる関係を作って

いければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

福井大学連合教職大学院 講師  清重 めい（きよしげ めい） 

今年度より連合教職

大学院に講師として着任

する清重めいと申します。

専門は教育史であり、特

に戦前の女子教育史の研

究をしています。また、

前年度までは東京大学大

学院 教育学研究科附属 

発達保育実践政策学セン

ターにて、乳幼児期の探究活動に関わる仕事をして

おりました。 

私が研究する戦前の女子教育史は、ともすると既

に出来上がった歴史として語られがちです。家事・裁

縫が女子の必修として存在し、女子の多様な進路選

択を家庭という特定の場に縛り付けたものとして捉

えられてきました。私は特に裁縫教育史を検討し、実

はそうではないということを指摘してきました。「女

子の教育」として捉えると、戦後の男女平等という旗

印のもとで削減されていくものですが、女性が担っ

ていた領域は人間の衣食住という生きることに直結

する営みであり、機械的に切り捨てていいものでは

ありません。戦前はむしろ重視されていたからこそ

多様で豊かな教育的価値が見出され、魅力的な実践

が生まれていたことを研究として明らかにしてきま

した。 

上記の専門と前職において、分野の違いに驚かれ

るかと思います。私自身、学部時代から歴史研究に従

事してきてはいるのですが、大学院時代には周囲の

人たちからの声がけもあり、共同研究という形で

様々な分野の研究に参加させていただいてきました。

学校改革、幼児教育、インクルーシブ教育……。自分

の専門ではなくとも、多様な専門・興味関心を持つ人

が寄り集まって進める共同研究は、様々な刺激を与

えてくれました。意外にも、自身の研究に還元できる

知見やアイディアが生まれたことは、少なくありま

せん。連合教職大学院という場は、様々な人たちが集
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うという点でとても魅力的に感じております。学校

現場、行政ですでに経験を積んできた人たち、ストレ

ートマスターでまさにこれから教育に参画していく

人たち、そして研究職として研鑽を積んできた人た

ちが集まり実践を検討するということは、互いに思

いもよらない視点がきっと生まれてくるはずです。

まさに共同研究であり、研究・学びの真髄が、福井大

学では既に場として整えられているように感じます。

2月にはオンラインではありましたが、ラウンドテー

ブルにも参加させていただきました。学校の先生方

や生徒、研究者が一堂に会しており、興味深く参加さ

せていただきました。先生方の実践や学生の皆様の

声に学ばせていただきながら、今後は自分も参画さ

せていただきたいと思います。 

また、福井大学では「書くこと」を重視しており、

教職大学院の歴代の院生の皆さんも「長期実践研究

報告」を作成しているとうかがいました。歴史は毎分

毎秒ごとに生まれて過去のものへとなっていきます

が、福井大学では教育実践がまさに史資料として着

実に蓄積されているということになります。私が専

門とする教育史・教育思想は、学校での教育実践に直

接役立つものではないかもしれません。しかし、今こ

の瞬間はこうした蓄積の延長線上に存在し、私たち

が何の延長線上に立って生きているのかを学ぶ必要

があります。現在の教室を、学校制度を形作るものは

何であったのか、教師と生徒は何を背負って学校と

いう場を生きているのか、私たち自身がこうした地

層を知ることで学校・実践を見る解像度を上げ、新た

な視点から実践を構築する一助になるものと考えて

います。学部や大学院の皆さんが生み出している「長

期実践研究報告」などの資料から、新たに積み重ねら

れてきた実践を学び、これまで研究結果として蓄積

されてきた教育実践史とリアルタイムで進行してい

く実践とを織り合わせていきながら、自身の専門と

絡めつつ私も学んでいきたいと思います。 

私は徳島県出身で、大学進学から東京に住んでお

りましたが、日本海側に住むのはこれが初めてとな

ります。福井という土地に対しても、また研究者とし

ても新参者で若輩者ではありますが、精進していき

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

            福井大学教育学部附属義務教育学校 校長/福井大学教育学部附属幼稚園 園長 

水野 涼子（みずの りょうこ） 

4 月１日付で、義

務教育学校  校長

および幼稚園 園長

を拝命いたしまし

た水野涼子です。こ

れまで福井市文殊

小学校長を２年間、

その後、福井市社北

小学校長を３年間

務めてまいりました。 

校長在任中には、教職大学院で院生として学ぶ機

会をいただき、多くの気づきと学びを得ることがで

きました。校長としての職務を果たすことができた

のも、同僚に恵まれたことはもとより、教職大学院の

先生方や院生の仲間に支えていただいたおかげです。

心より感謝申し上げます。 

私はかつて、附属小学校（現・附属義務教育学校前

期課程）において７年間、教諭として勤務しておりま

した。当時は、校舎改築や教職大学院との連携強化、

さらには義務教育学校への移行など、大きな転換期

にあり、学校全体が新たな方向へ進もうとしている

時期でした。 

また、この間、日本の教育も大きく変化しました。

学習指導要領の改訂により、「何ができるようになる
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か」という資質・能力の育成が重視されるようになり

ました。道徳の教科化に伴い、「考え、議論する道徳」

の授業づくりにも取り組んできました。さらに、教員

の働き方改革や学校運営の見直し、コロナ禍におけ

る教育の在り方の変容、GIGA スクール構想の前倒し

による ICT 環境の整備など、この９年間で教育を取

り巻く状況は大きく変わったと実感しています。 

そのような中、研究集会等で本校を訪れる機会も

あり、校舎や施設の変化、教職大学院との連携の深化

など、附属義務教育学校としての新たな歩みを感じ

ておりました。職員室の一体化や新たな学びの空間

の整備など、環境面での進化に加え、教育システムそ

のものも大きく発展していることを実感しています。 

一方で、変わらないものもあります。シンデレラ階

段から見下ろすホール、３階の教室から望む遠くの

山々―かつて子供たちと過ごした日々の記憶が鮮や

かによみがえります。卒業制作の数々からも、当時の

子供たちの思いや願いが今なお伝わってきます。形

は変わっても、子供たちの探究心を大切にし、教師自

身も学び続ける文化は、確かに受け継がれていると

感じています。 

さて、この９年間で、私自身もまた変化してきまし

た。管理職としての経験を重ねる中で、とりわけ教職

員が育つ環境づくりについて深く考えるようになり

ました。その大きな契機となったのは、コロナ禍にお

ける学校教育の混乱でした。子供たちや教師の学び

を止めまいと模索する中で、「学校とは何か」「教育

とは何か」という根本に立ち返り、考え続けるように

なりました。 

その中で大切にしてきたのが、「そもそも何のため

にこれを行うのか」と問い直す姿勢です。活動の目的

を見失わないためのこの問いは、働き方改革の流れ

とも相まって、教育活動の本質を見極める上で欠か

せないものでした。こうした経験を通して、私自身の

教育観も少しずつ変容してきたと感じています。 

しかしながら、変わらず大切にしているものもあ

ります。『はじめに子どもありき』（平野朝久 著）

に示された教育の理念、すなわち子供観や授業観は、

長年にわたり私の根底にあるものです。「授業とは、

目の前の子供と共に創るものである」「子供をどう見

るかによって、教育の在り方も実践も変わる」という

考えは、学習者中心の教育の本質を示しており、今も

なお私のよりどころとなっています。 

変わるものと、変わらないもの。その双方の中で、

戸惑いを覚えることもありますが、日々新たな気づ

きと学びに支えられています。 

また、このたび幼稚園 園長も兼ねることとなり、

就学前教育の重要性を改めて強く感じております。

幼児期に育まれる好奇心や探究心、人との関わりの

中で育つ力は、その後の学びの基盤となるものです。

義務教育学校と幼稚園がつながる本校の強みを生か

し、子供たちの連続した育ちを大切にしていくこと

で、自分自身も多くを学ばせてもらえるのではない

かと、今から楽しみにしています。 

子供たちにとっても、教職員にとっても、学びの多

い日々となるよう努めてまいります。どうぞよろし

くお願いいたします。 
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      福井大学教育学部附属特別支援学校 校長  田上 博一（たがみ ひろかず） 

令和 8 年 4 月 1 日付

で、福井大学教育学部

附属特別支援学校校長

として勤務することに

なりました。どうぞよ

ろしくお願いいたしま

す。 

私は福井大学で学ん

だ後、養護学校の教員として 15年間勤務し、その後、

福井県特殊教育センター（現・福井県特別支援教育セ

ンター）、県教育庁を経て、特別支援学校の教頭・校

長を務めてきました。子どもと直接向き合って授業

を行うよりも、学校や先生方と関わる仕事をしてき

た年月が長かったと感じています。 

これまでの教員生活を振り返り、印象に残ってい

ることを三つ挙げます。一つ目は、新規採用時のこと

です。美浜町にある美方養護学校（平成 10年から美

浜町の嶺南東特別支援学校と小浜市の嶺南西特別支

援学校）に勤務しました。新規採用は私を含めて 7名。

全員が嶺北地区出身で、特別支援を専門とする教員

は 2 名という状況でした。私は、歩行が不安定で言

葉を話さない一年生の A さんを担当しました。いつ

も手をつないで一緒に過ごしていたため、子どもた

ちから「Aちゃんの先生」と呼ばれることも多くあり

ました。Aさんはスクールバスでの通学に時間がかか

ることやてんかん発作があることから、毎日保護者

が付き添い、下校時間まで校内で待機されていまし

た。授業中に視線を感じると、廊下の窓から心配そう

に様子を見守る保護者の姿があり、毎日が授業参観

のようでした。今なら戸惑いを感じるかもしれませ

んが、当時はそれが当たり前であり、他の子どもたち

と同じように接していました。今思えば、貴重な経験

でした。 

二つ目は、平成 15年に県特別支援教育センターに

勤務したときのことです。まだ「発達障害」について

広く知られていない時期でした（法律名に「発達障害」

が入ったのは 2005年の「発達障害者支援法」が最初

です）。集団に入れない子や書くことが苦手な子につ

いて、園や学校で先生方を対象に現職教育を担当し

ました。その際、ある校長先生から「専門家として具

体的なアドバイスをしてください」と言われました。

自分の経験の範囲にとどまらず、ニーズを把握して

求められる役割を果たすことの大切さを意識するよ

うになりました。また、平成 21年には福井大学大学

院教育学研究科教職開発専攻で学ぶ機会を得ました。

それまで特別支援教育の視点から教育を見ることが

中心でしたが、通常教育の実践に触れたことは私に

とって大きな学びとなりました。また、自身の教員と

しての歩みを振り返る時間を持てたことも、私にと

って大事な経験でした。 

三つ目は、教員として最後の一年です。役職定年後

の一年間、教諭として特別支援学校に勤務しました。

20 年ぶりの授業、子どもたちとのやり取りはとても

楽しいものでした。清掃指導として一緒にトイレ掃

除をしたり、サーキットトレーニングで汗をかくほ

ど走ったり、買い物や施設を利用する校外学習に出

かけたりと、生徒から久しぶりに「先生」と呼ばれる

日々でした。毎日の授業では、事前に内容や方法を考

える時間も楽しく、予想どおりに進まなくても「次が

あるさ」という気持ちで取り組みました。20 代・30

代の頃にも、この気持ちで授業に向き合えばよかっ

たと感じています。 

最後に、教員として主に知的障害のある児童生徒

を担当してきました。一人一人の個性や人間性、そし

て集団のつながりを大切にした教育実践は、様々な

困難を抱え、個別の配慮や支援が必要な子どもたち

の教育にも役立てることができると考えます。社会

が変わっていく中で、教育においてどのような変化

が起きるのか。皆さんのお話を聞きながら、私自身も

自分の言葉で伝え、皆さんの成長に関わることがで

きればと思っています。また、私もこれまで培ってき

た教育に関する考えをさらに深めていきたいと考え

ています。どうぞよろしくお願いいたします。
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福井大学連合教職大学院（岐阜聖徳学園大学）教授 

寺田 圭子(てらだ けいこ) 

今年より、福井大学

連合教職大学院に参

加させていただくこ

とになりました、岐阜

聖徳学園大学の寺田

圭子と申します。私は、

岐阜県内の小学校・中

学校で 20 年間勤務し、

後半の 18年間は、県や市の教育委員会で教育行政を

推進し、管理職としても学校経営や人材育成に携わ

ってきました。 

この間の私自身の実践の中で、現在の“わたし”

に大きな影響を与えた基点を次の 3 点から振り返っ

てみたいと思います。 

1 点目は、教員として採用され 13 年目からの数学

科授業改善へのチャレンジです。目指したのは、「数

理を創造する生徒」を育てること。当時勤務していた

岐阜大学教育学部附属中学校のコンピュータ室を数

学専科の特別教室とし、部屋のレイアウトを大幅に

変更することから始めました。生徒自身が課題を設

定し追究するためのアクティブ・ラーニングを可能

とするために、コンピュータを 3 面の壁側に移動、

部屋の中心にはグループワークができるように机と

椅子を配置し、フリーアドレス型の学習環境を整え

ました。今で言う「協働的な学び」を実践しようとし

たのです。 

各時間の授業スタイルとしては、生徒一人一人が

自分の考えを創り、それぞれのタイミングで仲間と

の交流に移行できるよう追究の時間を充分に確保し、

考えを広め深める柔軟な授業設計としました。また、

単元の出口に発展的な学習の時間を位置付け、自己

課題を設定しその解決の足跡をレポートにまとめ、

小グループで交流するというユニットを位置付ける

ことで、主体的に学ぶ姿を育成することができまし

た。振り返ってみると、この新しいチャレンジは、そ

れまでの 12年間の実践から生まれた発想でした。初

任の中学校で研究を進めた、進学指導から脱却した

キャリア教育、2校目の小学校勤務で出会った生活科

での個別探究学習、そして、3校目の中学校で導入し

たティーム・ティーチングによる授業実践・・・様々

な経験と実践を振り返り繋ぐことで、新しい時代に

マッチした授業改善が可能となりました。 

2 点目は、教職 21 年目からの県教育委員会での勤

務です。指導主事としての 3 年間を経て、その後は

管理主事として人事行政に関わることになりました。

当時、教職員向けに作成した「キャリアアップの手引

き」には、自分の仕事に対する考え方を次のように述

べています。 

「“教育は人なり”と言われますが、管理主事はその

礎を創る仕事です。優秀な教員を採用したり、先生方

のキャリアアップにつながる人事異動の仕組みを整

えたり、法令に則り地道にこつこつと進める仕事で

す。そして、先生方の「今」と「未来」を作る仕事で

す。子供たちの前に立つ先生の姿は、一人の人間とし

ての生き方そのもの。先生一人一人が自分らしさを

発揮し、教員という生き方を選択したことへの誇り

と自信を自らの姿で子供たちに伝えることのできる

学校現場でありたい…管理主事の仕事に出会ってな

ければこのような視点で学校教育をみつめることは

なかったことでしょう。」 

 子供たちに直接関わる機会が少なくなったことに

淋しさを感じつつも、教育行政の仕組みを学びなが

ら、自分の仕事が子供たちと先生方の幸せにつなが

るよう取り組んだ貴重な経験となりました。 

3点目は、教職を退職し、現在の勤務地である岐阜

聖徳学園大学教職教育センターの次長として勤務し

たことです。カリキュラム、教育実習、就職・採用試
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験対策等様々な角度から、学生の「教員になりたい」

という夢を叶えるお手伝いをしたいと願い業務に携

わってきました。大学 4 年間の学びを終え教員免許

を取得し新たなステージに向かう学生たちの姿を間

近で応援することができ、人材育成を通して恩返し

ができたような気がします。 

このように、これまでの足跡を見つめてみると、節

目節目に出会った方々の笑顔が浮かびます。充実し

た日々をプレゼントしてくれた児童生徒の皆さん、

共に実践を積み上げ苦楽を共にした教職員の皆さん、

保護者や地域の方々、学校勤務のみでは出会うこと

のなかった行政の皆さんなど、多くの方々に支えて

いただき現在の“わたし”がここにいるということを

実感しています。 

この度、このような貴重な機会をいただいたこと

で、福井大学連合教職大学院の皆様がこれまで築い

てこられた豊かな成果や優れた実践に学びつつ、自

身の経験を生かしながら新たな学びを深め、さらな

る「恩送り」に努めてまいります。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

        

   

  授業研究・教職専門性開発コース 1年/福井大学教育学部附属義務教育学校前期課程 

石田 美月 （いしだ みづき） 

初めまして、今年度より福井大学教職大学院授業

研究・教職開発専門性コースに入学しました、石田美

月です。   

昨年までは福井大学 教育学部 初等教育コースに

所属し、英語科を専攻していました。取得している免

許状は、小学校一種、中学校一種（外国語）、高等学

校一種（外国語）の免許状です。 

私は児童一人ひとりの個性を理解し、尊重して、向

き合うことができる教員を目指しています。高校で

の国際交流や活発に意見交換を行う授業を通して、

性格や考え方、価値観などの個性は多様であり、尊重

されるべきものであると感じました。このことから、

私は将来教員として、児童の個性を理解し、尊重する

とともに、個性の多様性及び重要性に気付き、互いに

尊重し合うことができる児童を育てたいと考えるよ

うになりました。このような児童を育成するために、

児童の個性を引き出し、生かす教育ができるような

授業や学級づくりを目指しています。 

また私は、児童の考えを引き出し、互いに学びを深

め合える授業づくりの研究を行いたいと考え、大学

院へ進学しました。大学３年次の福井大学附属義務

教育学校前期課程での教育実習の際に、授業づくり

の奥深さや、「問い返し」などの授業をより良くする

ための教員の能力の大切さに気が付きました。そこ

から児童同士で考えを深め合い、深い学びができる

授業をするためにはどのような授業構成や活動内容、

教員のサポートが効果的であるのかについてもっと

学んでみたいと思い始めました。また教育実習の際

に、実習生のサポートに入ってくださった福井大学

院の院生の方から児童の発言に対する教員の返答の

一つとして、「問い返し」を教えていただき、教員の

言動によって児童の学びの深まりが大きく変化する

ことに気付きました。そこから児童の考えを深める

 院生自己紹介 
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ための教員の支援方法を学び、実践することでその

技術を身に付けたいと考えるようになりました。 

これらのことから、私は大学院生活の中で主軸と

なる長期インターンシップ・学校拠点プロジェクト

研究を通して、教師の仕事の総体や年間リズムを学

びながら、児童の学びを深めることができるような

授業づくりの研究及び実践を行っていきたいです。

さまざまな先生方の授業を参観させていただくこと

で、先生方の授業スタイルを学び、自分の授業に取り

入れていくなどして、自分の授業スタイルを確立し

ていきたいです。また週間・月間カンファレンスを通

して、他の院生たちとそれぞれの学びや気付きを共

有したり、教育や学校について多様な視点から議論

を行ったりしながら、自分が目指す教育について改

めて考えていきたいです。 

４年間の大学生活は本当にあっという間でしたが、

これらからの大学院での生活はもっと早く終わって

しまいます。より多くの学びや気付きを得て、自分が

目指す教員像に近づくためにも、今まで以上に１日

１日を大切にしながら研究を進めていきたいと思い

ます。 

これから関わる院生の方々、インターン先の学校

や大学の先生方、お力添えをいただけますと幸いで

す。２年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

授業研究・教職専門性開発コース 1年/福井市中藤小学校 

石谷 慧（いしたに けい） 

今年度より福井大学連合教職大学院授業研究・教

職専門性開発コースに入学しました、石谷慧と申し

ます。昨年度までは、福井大学教育学部学校教育課

程初等教育コース１系に所属しており、音楽科を専

攻していました。取得免許は、小学校一種、中学校

一種（音楽）、高等学校一種（音楽）です。出身は

大阪であり、卒業後は地元で教員として働こうと考

えています。 

私は元々教員志望ではなく、将来何をしたいかを

明確に持っているわけではありませんでした。そん

な私が教員を目指した理由は、これまでにお世話に

なった先生方に憧れと尊敬の念を抱いたからです。

思い返してみると、私の学生時代に出会った先生一

人ひとりが、私という 1人の生徒に対してとても親

身に寄り添っていただき、様々な面において成長の

サポートをしていただいたと思っています。とりわ

け高校時代の先生方には、受験勉強から生活指導、

日頃の悩みの相談までしていただき、今でも毎年会

うなど関わりが続いている先生もいらっしゃいま

す。そのような、子ども一人ひとりに寄り添い、そ

の子の成長を間近で見届けられる教員という職業

に魅力を感じ、大学時代は紆余曲折ありながらも、

教育実習や児童館の支援員などの経験の中でその

気持ちは消えることなく、現在に至ります。 

趣味はいくつかありますが、その中でも特に好き

なものが 2つあります。1つ目は旅行です。私は中

高一貫校に通っており、そこで交通研究・写真部と

いう部活に入っていました。特に高校時代は部長を

務めていて、他の部員の意見も聞きながら 2泊 3日

の夏合宿の行程を組む経験などを通して、大人数で

行事を企画し、実行することの難しさと面白さを実

感しました。こと旅行の計画立案に関しては、現在

も時間があれば弾丸旅行を計画し実行するなど、

少々自信があります。ですので、将来教員となった

際、子どもたちと修学旅行に行く際の計画立案を一

緒にすることが少し楽しみであったりします。 

2つ目は音楽です。私は幼少期からピアノを習っ

ていて、地元の小さなコンサートに出演したり、小

中高それぞれの卒業式や合唱の伴奏をしたりなど

の経験を積みました。クラシック曲ではショパンの

曲を最も多く弾き、大学での卒業研究では『バラー

ド第１番』の考察と演奏を行いました。また、幼少
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期から音楽が身近な存在であったことから、絶対音

感を持っており、いわゆる耳コピをしてピアノを弾

くこともあります。 

私が大学院進学を決めた理由は主に 2 つありま

す。1つ目は、年間を通した子どもの成長や授業カ

リキュラムの作成、学級経営などを間近で見たいと

思ったからです。1年間の中で子どもたちがどのよ

うな学びを行い、どのような刺激を受け、そしてど

のように成長していくのか、また教師は子どもたち

に質の高い学びを提供するために、どのような授業

カリキュラムを組み、学級経営を行うのか、その全

体像を私はまだ見たことがありません。そのため、

実際に現場に出る前に子どもたちの様子を見取る、

先生方の指導を観察する、或いは実際に自分自身が

子どもたちに働きかけることによって、教師として

のスキルアップを目指していきたいと考えていま

す。 

2つ目は、自らの音楽の専門性をより高めたいと

思ったからです。私は高校時代まで、音楽はあくま

でも趣味の範疇という認識でした。入学試験も他の

音楽科学生とは違ってごく普通の筆記試験を受験

し、当初は別の科目を専攻しようとしていました。

紆余曲折を経て音楽科に入った先で、私は音楽を専

門的に学ぶための知識・技術の明らかな不足を痛感

しました。しかしそれは同時に、自らの現在地を知

ることにもつながり、大学では音楽技術の基礎を固

め、音楽の歴史、理論、教育法などを習得し、それ

らで学んだ理論等を自らのピアノ演奏に生かして

いくというサイクルの下、音楽の専門性を少しずつ

高めていきました。 

一方で学校現場に目を向けると、音楽という科目

は、小学校、中学校では週に 1,2回程度、高校では

週に 1回、場合によっては授業がない週もあるなど、

他の科目に比べて子どもたちに教えられる時間の

少ない科目です。このような限られた短い時間の中

で、子どもたちに 1つでも多くのことを教え、生涯

にわたって音楽に親しむ心を育むためには、教師の

音楽の専門性をより高めておくことは、1つの重要

なポイントとして挙げられると思います。次の 2年

間では、これまでの 4年間では学べなかった多くの

ことをさらに学び、自らの専科であるピアノの力量

もより高めていき、音楽の専門性を向上させるため

の自己研鑽を続けていきたいと考えています。 

大学院では、インターン、大学での講義、その他

学内学外問わず様々な場面で自己研鑽を続け、将来

の糧となる充実した時間を過ごせるように頑張っ

ていきたいと考えていますので、何とぞご指導宜し

くお願い致します。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1年/福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程 

石丸 裕也（いしまる ゆうや） 

はじめまして。この春から福井大学連合教職大学

院連合教職開発研究科教職開発専攻、授業研究・教職

専門性開発コースの免許取得プログラムに入学いた

しました、石丸裕也と申します。出身は愛知県です。

昨年度までは福井大学国際地域学部に所属し、在学

中は主に第二言語習得について学んでまいりました。

趣味は野球観戦、旅行、読書で、中日ドラゴンズのフ

ァンです。今年も 14年ぶりのクライマックスシリー

ズ進出を期待しながら応援しています。大学時代は

国際ボランティアサークルに所属し、ゴミ拾いなど

の身近な活動や住居支援活動に取り組んできました。

これら 4年間の経験を通して、視野を広げることや、

多様な意見を大切にすることの重要性を学びました。 

教職大学院の免許取得プログラムでは、中学校・

高等学校の英語を専攻しております。私が在学中に

教師という職業を志すようになった理由は、大きく 2

つあります。1つ目は、学部 3年次の交換留学の経験

です。学部と協定を結ぶハンガリーの大学に、約半年
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間留学する機会をいただきました。現地の大学には

日本学科があり、日本語や日本文化に関心を持つ学

生たちとともに学びました。特に、授業を「観察する」

という立場で関わったことで、教師の実践の奥深さ

を強く感じました。現地では日本語は必ずしも主要

な言語ではなく、教材や学習資源も限られていまし

たが、そのような状況の中でも、教師の方々は明確な

意図をもって授業を構成されていました。例えば、

「実際に日本語を使う場面」を想定したロールプレ

イング活動を取り入れるなど、工夫を凝らしながら

実践的な力の育成が図られていました。 

また、学習者の興味・関心を引き出す話題設定や、

達成感を得られる課題の提示など、学びを継続させ

るための工夫も多く見られました。こうした働きか

けが、学習者の主体的な学びを支えていることを実

感しました。同じ内容であっても多様なアプローチ

があることを知り、学習者一人ひとりに応じて指導

を工夫する教師という仕事に大きな魅力を感じまし

た。 

留学中には日本語を学ぶ友人の学習を手伝う機会

もありました。試験対策や課題のサポートを通して、

相手の理解度に合わせて説明することの難しさを感

じる一方で、理解が深まったときの喜びや、学びを支

えることのやりがいも実感しました。こうした経験

から、学習者に寄り添いながら支援することの大切

さを強く感じるようになりました。 

2つ目は、言語学と英語学習の関係性を学び、それ

を教育の実践につなげたいと考えたことです。近年

は AIの発展などにより、英語学習の在り方も大きく

変化し、求められる力も多様になっています。そのよ

うな中で、単なるコミュニケーション能力の育成に

とどまらず、言語の背景にある文化や価値観への理

解、すなわち異文化理解の視点を取り入れた指導が

重要であると考えています。また、言語の違いによっ

て表現や物事の捉え方が変わる点にも大きな意義を

感じており、こうした気づきは、言語理解を深めるだ

けでなく、他者理解にもつながると考えています。さ

らに、英語学習に対して強いコミュニケーション志

向を持たない学習者もいるため、言語の構造的な面

白さや文化的背景など、さまざまな側面から学習の

意義を感じられるような指導が必要だと考えていま

す。こうした多様な関わり方は、生徒一人ひとりの関

心や適性に応じた学びを支え、学習意欲の向上にも

つながると考えています。 

在学中には第二言語習得論や英語学の基礎を学び、

卒業研究では「高校英語教育における異文化理解を

促す指導法と教育的効果」をテーマにアンケート調

査を行い、教育現場の実態と課題について考察しま

した。今後はこれらの学びを基盤に、教職大学院で専

門性をさらに高め、理論と実践を往還しながら、コミ

ュニケーション能力と異文化理解の双方を育成でき

る指導力を身に付けていきたいと考えています。 

私は他学部からの進学であり、不安に感じること

もありますが、3年間の免許取得プログラムを通して、

教育理論や教科指導法を一つひとつ丁寧に学び、実

践的な指導力を着実に身に付けていきたいと思って

おります。また、「学校」というコミュニティのあり

方についても理解を深めていきたいです。まだまだ

未熟ではありますが、先生方や先輩方、そして同期の

皆様のご指導をいただきながら、少しずつ成長して

いければと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井市至民中学校 

  太田 瑞希（おおた みずき） 

はじめまして。今年度より授業研究・教職専門性

開発コースに入学しました、太田瑞希です。昨年度ま

では福井大学教育学部中等教育コース理数・生活教

育サブコースに所属していました。小学校二種、中学
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校一種（数学）、高等学校一種（数学）の教師免許状

を取得しています。 

中学校は合唱部で声量お化けになり、高校は弦楽

部で一目惚れした先輩たちに教わるためにバイオリ

ンを始め、大学ではオーケストラに所属して、暇さえ

あれば相棒のバイオリンを弾き続けているような人

です。最近は福井交響楽団に入団して、人生の先輩方

に囲まれながら、バイオリンパートの「平均年齢を下

げる」という重要な役割を任されています。その影響

か、普段はクラシックばかり聴いています。でも POPS

も好きです。歌うの好きなので。 

こんなに音楽にまみれた私なのでよく勘違いされ

ますが、専攻は数学です。よく文系顔とも言われるの

で、数学科だと思われることはほとんどありません。

みなさんはしっかり覚えてくださいね。 

さて、ここからはまじめな話もさせてください。

私が教師になろうと心に決めたのは、小学 4 年生の

ときです。そこから今まで、教師になること 1 本で

突き進んできました。中学、高校と進んでいくなかで、

理科教師や英語教師になりたいと言っていた時期も

ありますが、結局は大好きな数学に落ち着きました。

特に確率分野が好きです。卒業研究では「反復試行に

おける確率の見積もり」に関する学習者の理解につ

いて考えてきました。授業の中で確率の計算方法を

学んでも、実際の場面での直観的な判断にいい影響

を与えていない現状に疑問を持っています。割合的

に考えてしまったり、誤った収束の考えを使ったり

などの要因を、実際の調査データをもとに明らかに

してきました。確率分野は目に見えない量を扱うた

め、学習者がどのようなイメージをもとに考えてい

るのかが理解の大きな鍵になると感じています。だ

からこそ、「どのように教えれば正しく理解できるか」

だけでなく、「なぜそのように考えてしまうのか」と

いう視点も大切にしながら、授業づくりについて考

え、研究し続けていきたいと思っています。 

また、大学院に進学した理由の 1 つに、自分自身

への不安があります。教師免許を取得し、教壇に立つ

資格は得たものの、「このままの自分が子どもたちの

前に立ってよいのだろうか」という疑問が常に頭の

中にあります。授業を組み立てる力や数学に対する

理解はもちろんですが、それ以上に、子どもたち一人

ひとりの考えを受け止め、適切に関わっていくため

の力が、まだ十分ではないと感じています。だからこ

そすぐに現場に出るのではなく、もう少しだけ立ち

止まって、自分の力を見つめ直し、鍛え直す時間が必

要だと考えました。インターンでの現場の先生方と

の関わりや、大学院でのたくさんの議論から得る学

びを通して、自分の中にある曖昧さや不安と向き合

いながら、それらを少しずつ乗り越えていきたいと

思っています。「このままではだめだ」と思っている

自分も含めて受け止め、その上で前に進めるように

なることが、今の自分にとっての大きな課題です。 

最終的には、自信があるから教壇に立つのではな

く、不安や迷いを持ちながらも、それでも子どもたち

に向き合い続けられるような教師になりたいと考え

ています。そのための土台を、この大学院での時間の

中でしっかりと築いていきたいです。 

音楽の話も数学の話もしましたが、基本的にはよ

く喋ってよく笑う人間です。明るく振舞ってはいま

すが、実は緊張していたり、お豆腐メンタルだったり

と不安定な人間でもあります。これから教職大学院

の同期や先輩方、先生方や将来の後輩とたくさん関

わっていくので、どうぞよろしくお願いします。
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        授業研究・教職専門性開発コース 1 年/岐阜聖徳学園大学附属小学校 

岡本 一希（おかもと いつき）

はじめまして。今年度より授業研究・教職専門性

開発コースに入学しました岡本一希です。昨年度ま

では、岐阜聖徳学園大学教育学部数学専修に所属し

ておりました。取得免許は、小学校一種、中学校一種

（数学）、高等学校一種（数学）です。 

私は父親の影響もあり小学校のころから教師を目

指してきました。数学の教師を目指し始めたきっか

けは中学校３年生のときの数学の先生でした。その

先生はよく授業の最初にユーモアのある話をしてく

ださいました。分かりやすく楽しく学べる授業だっ

たことを覚えています。さらに高校１年生のときの

担任の先生も数学の先生でした。授業では、教師がた

だ説明するのではなく、生徒が中心に考えるなどの

工夫をしていました。さらに文理選択ではどちらに

行こうか迷っていた私に、「いつきは数学の道に進ん

だ方が良い」と後押しをしてくださいました。また、

学校行事では、誰よりも情熱的に取り組んでいる先

生を見て「自分もこんな先生になりたい」と思うよう

になりました。ユーモアある話をしながら楽しい授

業をしてくれた数学の先生、学校行事には生徒と一

丸となって取り組み、授業以外でも様々なかたちで

生徒に向き合っていた担任の先生２人の姿が私の目

指す理想の教師像になっています。 

学部では大学数学や数学教育について学び、その

中でも特に大学３年生のときに学んだ算数教育の分

野に興味を持ちました。学んでいく中で「て」「め」

「あたま」で考えることの大切さに気づかされまし

た。例えば、「あたま」の中だけで問題を解こうとす

ると、計算ミスをしてしまったり、問題文を上手く読

み取れなかったりすることがあると思います。もし

児童から「なぜ表や図を使って考えないといけない

の」と聞かれたときにあなたは答えられるでしょう

か。これに限らず、私たちは当たり前だと思っている

ことに対する児童の疑問を「その方法を使うと分か

りやすいから」で終わらせてしまっていると自分自

身も感じます。でもそれはもったいないことだと思

います。疑問は学びのスタートだとよく言われてい

ます。私自身、小学校・中学校での実習では、実際に

ブロックを使って数のたし算・ひき算を行ったり、中

学校では、表やグラフなどから問題を読み取る活動

を導入したりしました。算数が苦手な児童もブロッ

クを使って説明することができたり、中学校では、表

やグラフの特徴に気付き問題を解いたりしている生

徒の姿を見ることができました。やはり「あたま」だ

けで考えるのではなく、何かの作業をするなど「て」

を使って考えてみたり、表やグラフ、図などを「め」

で見て考えたりすることの大切さを実感しました。

「て」「め」「あたま」で考えることが児童生徒の自

ら学ぶ意欲を引き出すことや自分たちで考えて課題

を解決しようとする力を伸ばしていると感じ、導入

で子どもの興味関心を引き出せる教師になりたいと

思うようになりました。 

大学院への進学は教員採用試験に落ちてしまい、

自分にはまだ教師としての力量が足りていないと感

じ、自信をもって教壇に立ちたいと思ったことがき

っかけでした。ただ、教職大学院で実践を積み重ねる

か、高度な数学の専門性を学ぶことのできる大学院

で算数教育についてもっと詳しく学ぶのか、迷って

いました。学部の４年間で教職よりも数学の専門性

に重点を置いてきたこともあり、卒業後に学校現場

に出て、自分の思い描く授業や学級経営ができるか

考えたときに、教職の専門性が足りていないと感じ、

教職大学院への進学を決めました。 

大学院では、小学校５年生でのインターンシップ

を通して、高学年の学級経営について学んだり、算数

の問題を読み取る力を伸ばす授業に焦点を当てて研

究をしたりしていきたいです。理論を基に経験と組

み合わせてより教師としての力量を高めていきたい

です。また、多くの先生方の授業を参観させていただ

き、自分の授業実践などに活かしていきたいと思っ

ています。 
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教育実習のときには経験できなかった新たな学び

が得られると思うと、とても楽しみです。楽しみを感

じると同時に様々なことが初めてで不安なこともあ

りますが、大学院の先生方、配属校の先生方と子ども

たち、他の院生から多くのことを学び、自分の武器と

なるものを探していきたいと思います。２年間よろ

しくお願いいたします。 

 

        授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程 

小川 舞良（おがわ まいら）

はじめまして。このたび、福井大学連合教職大学院

授業研究・教職専門性開発コースに入学しました小

川舞良と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。昨年度までは岐阜聖徳学園大学看護学部に所属

しており、卒業と同時に看護師免許を取得しました。

医療の分野で学んできた知識や姿勢を大切にしなが

ら、再び「教師」という幼い頃からの夢に挑戦できる

ことを嬉しく思っています。 

私は小学生の頃から理科の授業に強い興味があり

ました。特に実験や観察を通して、「どうしてこうな

るんだろう？」と自分で問いを立て、調べていく過程

が大好きでした。中学校では、理科の面白さを存分に

感じさせてくれる先生に出会い、授業が毎回楽しみ

になりました。その経験から、私もいつか先生のよう

に、子どもたちに理科の面白さを伝えたいと思うよ

うになりました。 

理科は私たちの生活に深く結びついており、身の

回りの多くの出来事が科学で説明できます。たとえ

ば、エアコンの風向き一つをとっても、暖房と冷房で

どのように使えば効率的なのか、理科の知識が生活

の質を左右します。私は、こうした「生活に生きる理

科の面白さ」を子どもたちに伝えたいと強く思って

います。中学校でその“入り口”をしっかりつくり、

理科って楽しい、もっと学んでみたい、と感じてもら

える授業を目指しています。 

しかし、大学入試の際に思うような結果が出ず、

一度は教員の夢を諦めざるを得ませんでした。その

後、医療の道に進むことを決めましたが、大学院で再

び教員を目指せることを知り、「もう一度挑戦したい」

という思いが強くなりました。途中で編入する選択

肢もありましたが、看護学で学んだことが無駄にな

ると感じ、まずは看護を最後までやり切ることを選

びました。振り返れば、この選択が今の私をより豊か

にしてくれたと感じています。 

看護学では、人の体の構造や働きについて深く学

び、多くの実習を通して観察力やコミュニケーショ

ン能力を培いました。これらは教育の現場でも必ず

活かせると考えています。子どもたちの小さな変化

に気づく感性や、一人一人に寄り添って話を聞く姿

勢は、看護で得た大切な学びです。また、看護学で学

んだ人体の構造や働きに関する知識は、中学校理科

の生命に関する分野で大いに活かせると考えていま

す。 

私は将来教員になった際、子どもの自主性を大切

にする授業づくりをしていきたいと考えています。

知識を一方的に伝えるのではなく、「自分で考え、試

行錯誤し、発見する楽しさ」を味わえる授業を目標に

しています。また、学級づくりにおいても、教師一人

が作るのではなく、子どもたち自身が主体的に関わ

り、互いの個性や得意を認め合いながら築いていく

学級を目指したいと思っています。 

大学院では、先輩方や先生方から多くを学び、自

分の引き出しを増やしていきたいです。インターン

校では、先生方にご迷惑をおかけすることもあるか

もしれませんが、誠実に取り組み、学ばせていただく

姿勢を大切にしていきます。また、学習指導要領の意

図を深く理解し、現職の先生方と意見を交わしなが

ら授業づくりを学びたいです。学校現場での経験を
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通じてこそ見えてくる課題や気づきも多いと思うの

で、それらに一つ一つ向き合いながら成長していき

たいと考えています。 

大学院での 2 年間を通して、私が憧れた先生方の

ように、子どもたちの心に寄り添える教師へと近づ

きたいです。そして、自分らしい教育スタイルを見つ

けるためにも、日々学び続けたいと思います。これか

らどうぞよろしくお願いいたします。

 

     授業研究・教職専門性開発コース 1年/福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程 

川岸 桐吾（かわぎし とうご） 

今年度より、福井大学連合教職開発研究科の授業

研究・教職専門性開発コースに所属しております、川

岸桐吾です。 

岐阜聖徳学園大学外国語学部を卒業しました。こ

れまで、英語教育を通して生徒の可能性を広げたい

という思いを持ち、学びを続けてきました。高校時代

に出会った英語の先生の存在が、現在の進路を志す

大きなきっかけとなっています。その先生は、単に文

法や単語といった知識を教えるだけでなく、生徒一

人ひとりに寄り添いながら「英語を使う楽しさ」や

「異なる文化を理解する面白さ」を伝えてください

ました。授業の中で、自分の考えを英語で表現する経

験や、海外の文化について知る活動を通して、英語が

「勉強するもの」から「人とつながるための手段」へ

と変わっていきました。その姿に強く憧れ、自分も将

来、生徒に寄り添いながら学びを支えられる英語教

師になりたいと考えるようになりました。 

英語は単なる教科ではなく、世界とつながるため

の重要なツールであると感じています。現代社会に

おいては、多様な文化や価値観を理解し、他者と協働

する力が求められています。その中で、英語教育は異

文化理解を促進する重要な役割を担っており、生徒

が広い視野を持つきっかけになると考えています。

私自身、留学経験があり、海外の方との交流を通して、

自分の中の「当たり前」が揺さぶられる経験をしてき

ました。価値観や考え方の違いに触れる中で、新たな

視点を得ることができ、物事を多角的に捉えること

の大切さを実感しました。このような経験を、生徒に

も英語を通して提供できるよう構想しています。 

現在は英語力の向上にも力を入れており、専門的

な英語の知識の習得を目標に日々学習を続けていま

す。語学力そのものの向上だけでなく、「どのように

学べば効果的に身につくのか」という学習者として

の視点も大切にしています。自らが試行錯誤しなが

ら学ぶ経験は、将来、生徒の学習を支援するうえで大

きな意味を持つからです。一方で、これまでの学びの

中で、自分の指導力にはまだ多くの課題があります。

例えば、生徒の理解度や興味関心に応じた授業づく

りや、一人ひとりに合った支援の在り方については、

より深く学ぶ必要があり、英語が苦手な生徒に対し

て、どのようにすれば学習への意欲を引き出すこと

ができるのかについて、大きな課題意識を持ってい

ます。知識を伝えるだけでなく、生徒が主体的に学び

に向かう授業を実現するためには、理論と実践の両

面から学び続ける必要があると考えています。 

こうした背景から、教職大学院への進学を決意し

ました。私は免許取得プログラムの長期履修課程と

して 3 年間在籍し、基礎から段階的に学びを深めて

いきたい所存です。本研究科では、理論と実践を往還

しながら学ぶことができる点に大きな魅力を感じて

います。特に、インターンシップや現場での実践を通

して、生徒との関わり方や授業改善の視点を身につ

けていきたいです。さらに、多様な経験を持つ先生方

や院生の方々と意見交換を行うことで、自分の考え

を相対化し、より深い学びにつなげていきたいと考
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えています。また、教育現場では学習面だけでなく、

生徒の生活面や心理面への理解も重要であると感じ

ています。生徒一人ひとりが安心して自分を表現で

きる環境を整えることが、学びの土台になるため、生

徒との信頼関係を築く力や、多様な背景を理解し受

け止める姿勢を身につけていきたいです。 

そして将来的には、生徒一人ひとりの背景や個性

を尊重しながら、安心して学べる環境をつくること

ができるよう尽力していきたいです。英語を通して

生徒が新しい世界に目を向け、自分の可能性を広げ

る支援ができるよう、この 3 年間の大学院生活を大

切にし、日々の学びと実践を積み重ねていきたいと

思います。 

まだまだ未熟ではありますが、周囲の方々から多

くのことを学びながら、自分自身も成長していける

よう努力してまいります。これから 3 年間、どうぞ

よろしくお願いいたします。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/坂井市立丸岡南学校 

小林 雅昂（こばやし なりたか） 

皆さん、こんにちは。今年度より連合教職大学院に

進学しました、小林雅昂と申します。所属は授業研

究・教職専門性開発コースの授業研究専門性開発ア

プローチになります。取得免許は中学校保健体育、高

校保健体育、小学校です。あらかじめ皆さんに周知し

たいことが一点ございます。それは私の名である「雅

昂」についてです。「雅昂」と書いて「ナリタカ」と

呼ぶのですが、初対面の方には必ずと言っていいほ

ど正確に呼ばれたことがないため、ここで一つ念を

押してお伝えさせていただきます。また、よく「雅昂」

を「雅昴」と書かれる方がおりまして、そうなります

と、名前の読みが、「ナリタカ」から「ミヤビスバル」

になってしまうため、今後の円滑なコミュニケーシ

ョンのためにも、ご承知のほどよろしくお願いいた

します。 

そんなことはさておき、私は以前まで福井大学教

育学部学校教育課程中等教育コース保健体育科専攻

に所属しておりました。実技科目では、体つくり運動、

バスケットボール、バレーボール、バドミントン、サ

ッカー、ソフトボール、水泳、陸上競技、ダンス、柔

道、剣道など、そして座学では、スポーツバイオメカ

ニクスや学校保健学、衛生学及び公衆衛生学、体育原

論などで、専門性の高い学びを数多くいただくこと

ができました。しかし、私が大学を通して最も深く没

頭したものが、卒業研究です。研究内容としては、私

が年中の頃から 18年間続けている空手道についてで

す。ここで、伝統派の空手道について少しご紹介しま

す。空手道は主に形競技と組手競技に大きく分かれ、

私の研究は組手競技についてのものです。組手競技

には床の反発を使って小刻みに上下動のジャンプを

行うフットワーク動作というものがあります。この

フットワーク動作は一般的には突きや蹴りの動きに

対してプラスに働くと認識されているのですが、実

際に有効であるといった研究がされていません。そ

こで、空手道の突きにおけるフットワーク動作の有

効性を明らかにすることを目的として大学では研究

を進めてきました。しかし、現時点ではこのフットワ

ークについては、突きの速度や距離、角度といった

「運動の見た目」のみの検討までしか行っておらず、

突きの際の踏み込み足の力発揮といった「運動エネ

ルギー」はまだ検討できていないため、この観点から

大学院では研究を進めていきたいと考えています。 

また、私はこの研究を発展させた形として教育現

場に還元させたいと考えています。私の研究で行っ

ている「動作分析」というものは、体育授業に置き換

えると、運動の客観化にあたると考えます。近年、子

どもたちの運動に対する苦手意識というものは増え

つつあります。それは子どもたち自身の運動に対す

る「自己肯定感」の低さが原因の一つとして考えられ

ます。このような子どもたちが「自身の運動の見える
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化」を行うことで、自身の成長・変化というものがわ

かりやすい体育授業の魅力に気付くことができると

私は考えます。このように、子どもたちの可能感を少

しでも多く感じさせることで、彼らの「自己肯定感」

を高めながら、体育授業だけでなく、他教科の授業や

今後彼らを待ち受けている様々な困難にも負けずに、

自身で課題を解決できるような自己調整力を持った

子どもたちを育んでいきたいと私は考えています。

そのためにも、大学院での長期インターンシップと

大学院での研究を通して理論と実践の往還をできる

環境をフル活用し、自分が考える教育の実現に向け

て着実に力を付けていきたいです。 

大学院での学びを一滴たりとも取りこぼさない気

概で福井県の教育に貢献できる人材になれるよう取

り組んでまいります。二年間をともにする同期や

様々なことでお世話になる大学教職員の皆様や先輩

方、長期インターンシップでお世話になる現職の先

生方、2年間よろしくお願いいたします。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井県立科学技術高等学校 

澤﨑 隼平（さわざき しゅんぺい）

この度、福井大学大学院連合教職開発研究科、授業

研究・教職専門性開発コースに入学しました澤﨑隼

平です。 

昨年 3 月までは福井大学教育学部の技術科に所属

していました。現在は、小学校 1 種、中学校技術 1

種、高校工業 1種の免許を取得しています。 

私は、生まれも育ちも福井で毎日を自然と戯れな

がら過ごしてきました。幼児期の将来の夢は「ゴーカ

イジャー」、小学校では現実を見始めたのか「サラリ

ーマン」と書いていました。夢が「楽しい生活ができ

れば」という抽象的な価値観を持っていたため、中学

校時代も勉強に追われず楽しく生活をしていました。

高校に進学する時、大学に行きたいと 1mm も考えて

いなかった私は、工業高校に進学しました。 

高校では、就職のための専門教科が多く、普通教科

は少なかったため勉強が楽しかった思い出がありま

す。またものづくりのすばらしさをこの工業高校で

実感しました。1人で作る楽しさ、仲間と協力して一

つのものを作る楽しさ、そして今まで習ってきた知

識が製作物となって形に現れるうれしさ、このよう

な体験は工業高校だからこそできたものだと思いま

す。ものづくりの楽しさを知り、幸い成績も良かった

のでこのまま大手の製造会社に勤めようと考えてい

た矢先、祖父からある言葉をもらいました。その言葉

とは「大学は絶対に出た方がいいよ」というものです。

この言葉が、私を大学に誘導し、結果的に教員を目指

すこととなりました。今では祖父が転機をくれたと

感謝しています。 

このように人の転機というのはいつ来るかもわか

らないし、些細な出来事でも転機につながる可能性

があります。 

私はインターン先の工業高校で知識・技能の向上

はもちろんの事、キャリア教育についても学んでい

きたいと考えています。授業や学校生活の中で様々

な技術やヒト、モノにふれて、子ども達が将来の道を

選ぶ際多くの要素（給料、休暇、趣味、得手不得手な

ど）を基に比較し、自分だけの人生を主体的に設計で

きるライフ設計ができるように教師が授業を工業高

校ではデザインしていく必要があります。しかしな

がら、学部時代の教育実習では、中学校と小学校に行

き実際に勤める工業高校には行きませんでした。そ

のため、今回のインターン先に工業高校を選択しま

した。実際の現場で、どの様な授業が行われ、どの様

にキャリア教育が行われているのかを学び、子ども

達の転機につながったり、職業を選ぶ際の要素が増

えたりするような授業を模索していきたいと考えて

います。 
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他にも大学院では、自分自身も様々なところに足

を運び、学会や他大学の研究会に参加したり、多様な

考えを持つ人とコミュニケーションをしたりして、

意見を交わし少しでも知識を増やしていきたいと考

えています。学部時代からお世話になっている小林

渓太先生の力も借りながら自分を成長していきたい

と思います。直感を頼りに自分が成長するために必

要な力をもった人を見つけた際は、積極的に話をし

て自分に足りない所を人から盗み、自分の技術にし

ていきたいです。 

最後にはなりますが、インターンでお世話になる

福井県立科学技術高校の先生方にはご迷惑をおかけ

することとなりますが、質の高い専門知識そして自

身の授業やものづくりのスキルを向上させるために

真摯に取り組んでいきたいと思います。また、子ども

からすると毎回の授業が一生で一度のものであり、

良くも悪くも記憶に残り、人生の一部となります。教

えるという責任のある立場にこれからなるので子ど

もに失礼がないよう、尽力していきたいです。 

2年間という短い時間ですが、有意義な時間にして

いきたいです。お力添えの程よろしくお願いします。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/岐阜聖徳学園大学附属小学校 

田内 蒼空（たうち そら） 

はじめまして。福井大学連合教職大学院授業研究・

教職専門性開発コースに入学しました田内蒼空と申

します。昨年度までは岐阜聖徳学園大学教育学部理

科専修に所属し、物理を専攻していました。取得免許

は、小学校一種、中学校一種(理科)、高等学校一種(理

科)です。 

中学校、高校の部活で、バスケットボールをしてき

ました。中学のときの部活動選択では、バスケは楽し

いという経験はあったものの、一番は運動不足解消

のためという不純な動機で入部しました。運動不足

もあり、ついていくのに必死でしたが、かけがえのな

い時間になっていたと振り返ります。部活動の中で

挫折も喜びも経験し、今の僕の人生や価値観に大き

く影響してきていると感じます。大学に入ってから

は、部活に所属していなかったため、運動不足がログ

インして体重が 3 桁の大台に乗ってしまいました。

流石に体調への不安を感じ、昨年の 3 月からダイエ

ットを始めました。間食をなくし散歩を中心に運動

を始めました。ダイエットを始めて 1 年以上が経過

している現在は、体重を 15kg以上落とすことに成功

して、順調に目標体重に近づいています。ダイエット

を始める前は自転車に乗ることが好きで、岐阜市内

の自宅から犬山城へママチャリで行ったり、毎回大

学への通学(9km くらい)をママチャリで行ったりし

ていました。しかし、散歩を始めてからは散歩の方が

楽しいと思うようになり、自転車での通学はやめな

かったものの、3時間以上歩く日もあり自転車よりも

多くの時間を歩くことに使うようになりました。ゆ

っくり歩きながら、自然に目をやると花が咲いてい

たり紅葉が始まっていたりします。また、いつもとは

違う道を通って新しい発見や景色があるのは楽しく

面白いものです。 

大学時代の出来事でもう一つ大きなことを挙げる

としたら教師を強く志したことです。教育学部に入

学していましたが、これは高校 3 年生のときの大学

受験でどの方向へ進んでいくべきか悩んでいて、親

戚や両親に相談して教師をすすめられたため教育学

部を受験しました。教師になるか別の職を選ぶか大

学生になってからも考えていました。転機になった

のは教育実習の時です。教育実習の中で、例えば、移

動のときに列が乱れていて改善できると思ったこと

を、朝の会の時間にもっとこうした方がかっこいい

よと伝えると、すぐに実践してくれたことや、授業が

始まっても教科書やノートを全然開かなかった子と
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関わっていく中で、私が授業をする実習の最後の方

にはその子自身から、どう？と意見を見せてくれる

積極的な姿になっていました。このような子どもた

ちの成長を間近で見ることができ、教師のやりがい

や楽しさを肌で感じることができました。 

教師を目指して、昨年度教員採用試験を受けまし

たが不合格でした。教育観や授業観が確立できてい

ないなど不合格となった理由は多々あると思います

が、自分自身の中では伝える力が弱いことが一番の

課題だったのではないかと考えています。もっと勉

学に励み、子どもと教師や自分自身も関わりを通し

ていく中で、教育観など、自分の中での軸をつくりあ

げたり、コミュニケーション力を身につけたりして

いきたいと考え、教職大学院に進学を決めました。コ

ミュニケーション力は、信頼関係の構築や学級づく

り、生徒指導など学校現場において全ての基盤にな

ってくる重要な力だと考えています。大学院生活を

通して、一番の課題と考えている、コミュニケーショ

ン力を鍛えていき、逆に自分の強みになるようにし

ていきたいです。 

最後になりますが、インターン校や教職大学院の

先生方、カンファレンスやラウンドテーブルなどで

ご一緒させていただく皆さんにはご迷惑をおかけす

ることがあると思いますが、日々勉学に励み様々な

ことを吸収して充実した大学院生活にできるように

精進していきます。2年間よろしくお願いいたします。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程 

田中 達也（たなか たつや） 

はじめまして。福井大学連合教職大学院に入学し

ました田中達也です！昨年度までは、福井大学教育

学部中等教育コース(数学専攻)に所属していました。

これから二年間どうぞよろしくお願いします！ 

私の趣味は旅行です！……というのもありきたり

なんで、もう少し深堀りすると、「人と共に何かを計

画すること」が何よりもワクワクするんです。どこを

回り、何を食べるか、といった内容を仲間と共に考え

る時間こそが幸福です。実は、３月の卒業旅行シーズ

ンは毎週のように旅行に行っていたため、貯金空っ

ぽで大学院生活が始まってしまいました。こういっ

た趣味もあり、学部時代には、旅行だけでなく友人た

ちとＢＢＱや遊びの企画を担当することが多く、イ

ベントを考えること自体が一つの楽しみになってい

ました。一番の思い出は、福井大学の学校祭にハンバ

ーガー屋を出店したことですね。何を出店するか、材

料、宣伝……すべて自分たちで作り上げたからこそ、

達成感も格別なものになりました。大学院でも皆さ

んと出店しませんか？？ 

さて、私が教師という職業を志した原点は、中学校

時代に出会った熱心な先生に心を打たれたことです。

しかし、学部４年間で教職を学び、その動機は少しず

つ変化していきました。今の私は、人生の大半を占め

る「仕事」を、心から楽しみたいと考えています。給

料はもちろん大切ですが、それ以上に「自分で考える

余地」が大きい職業に就きたい。決められた枠組みの

中で、受動的に仕事をこなすのではなく、大きな責任

は伴うけれど、自分のアイデアや工夫を形にできる

環境。そういった場所であれば、私はどこまでもエネ

ルギーを注げ、やりがいを感じることができます。そ

のために私は、教師を目指し、勉学に励んでいます。 

私は今回、ストレートで現場に出ず、この大学院へ

の進学を選びました。大きな理由は、自分の中に「軸」

を見つけるためです。もしこのまま現場に出たとし

たらどうなるか。授業づくり、クラスづくり、保護者

対応……。現場の業務は膨大で、そのほとんどが学部

４年間の座学では学んでこなかったものです。そし

て、思い出してみてください。学部時代、模擬授業を

作る際に、複数の先生から別々のアドバイスをされ
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て板挟みになった経験はありませんか？教育には正

解がなく、先生の数だけスタイルがあります。それは

ある意味、宗教のようなものです。自分の中に軸も経

験もない状態で現場に出れば、私はきっと色々な思

想に振り回され、結果として「一番楽にこなせる道」

を目指してしまう。それは私が思い描く理想の教師

像ではありません。この二年間、研究校として教育を

問い続けているインターン先の先生方の多様な考え

に出会い、共に葛藤していく。そして、子どもの成長

と長期的に関わることや、大学院の先輩や仲間たち

と教育について議論することを通して、自分自身の

中に軸を見つけていきたい。そのために、あえて「遠

回り」という贅沢な道を選びました。 

そして、院進の理由はもう一つあります。それは、

「研究」です。学部時代、私は大学の教授との出会い

に恵まれ、中学校の関数教育をテーマに卒業研究に

力を注いできました。その成果を「日本数学教育学会」

で発表し、賞をいただくこともできました。この二年

間ではその内容をさらに深め、インターン先の授業

実践とも絡めていきたいと考えています。しかしこ

れは、関数教育の専門家になりたいわけではないの

です。私が研究をする目的は、一つの問いに対して

「粘り強く勉強し、探究する術」を身に付け、高めた

いからです。そのプロセス自体が、将来教育現場に出

てから自ら学び、考え続ける教師としての、強固な土

台になると信じています。そのため、この２年間では、

大学院の授業とは別に、自身で研究を進めていきた

いと意気込んでいます。 

これから２年間、皆さんと共に高め合い、充実した

生活にしたいと考えています。どうぞよろしくお願

いします！ 

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井大学教育学部附属義務教育学校前期課程 

戸谷 歩夢（とや あゆむ） 

はじめまして。今年度より授業研究・教職入門コー

スに入学いたしました戸谷歩夢と申します。昨年度

までは、福井大学教育学部初等教育コースに所属し

ておりました。取得免許は、小学校一種、中学校一種

（数学）、高等学校一種（数学）、特別支援学校二種

です。中高の部活動では低音で合奏を支えるチュー

バを担当しておりました（私の身長故なのか、何かス

ポーツをしていたのかよく聞かれますが、残念なが

らスポーツとは縁遠い生活を送ってまいりました）。 

私は、子どもたちの「なぜ？」に寄り添い、共に学

びを作り出したいと考えております。子どもたちは

何が分かっていて、何が分かっていないのかを把握

することで、子どもたちに対してどのようなアプロ

ーチをすることができるのかどうかを探っていく所

存です。私が教師を志した原点には、一人の友人の存

在がありました。彼は、中学数学で挫折してしまい、

それ以来数学から距離を置いてしまいました。そも

そも、算数教育の段階で既に課題を抱えていたのか

もしれません。私も少し相談に乗ったことがありま

したが、彼がどこでつまずいているのかを探ること

の難しさを実感しました。どこでつまずいているの

か本人が自覚できないほど、根本的な部分に課題が

潜んでいることを痛感したためです。こういった子

どもたちの分からなさを理解し、算数・数学を学ぶこ

とで、根拠を持って論理的に考えることの面白さを

伝えたいと感じ、教育学部に進学することを決心し

ました。 

大学では、算数・数学教育を専攻し、研鑽を積んで

きました。卒業研究では特に、変化と関係領域におけ

る割合について研究してきました。公立中学校での

副免実習でも、割合に関する内容を取り扱ったこと

があります。そこでは中学１年生を担当し、日常の割

合に関する事象を文字式で表す活動を主とする授業

実践に取り組んだことがありました。授業の中で、生

徒が「どれが基準量で、どれが比較量か」を読み取れ

ずに立式を誤ってしまう実態を目の当たりにしまし
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た。公式を知っている場合でも、意味と結びついてい

ないために活用することができていませんでした。

実習先の指導教諭の先生との振り返りを通して、「小

学校での理解の不十分さが中学校の学習困難に直結

してしまっている」課題を共有しました。このような

実態では、公式の暗記が先行してしまい、考えること

の面白さを実感することは困難であると言わざるを

得ません。 

そこで、卒業研究の取り組みとして、割合の何が理

解できていて、何でつまずいているのかを調査する

ため、調査問題を作成し、割合学習後の小学５年生に

解いてもらうことで、実態を明らかにしました。その

分析から、数値計算はできないが、一部の割合の大小

を視覚的に判断する問題では解決することができま

した。数値計算での主な誤答は基準量、比較量の混同

でした。つまり、割合の意味は理解できているが、文

章問題や数値計算を要する問題と上手く結びつける

ことができていないという課題が浮き彫りになりま

した。では、どのようにすればこれらの課題を克服し、

概念理解と活用力を結びつけることができるのでし

ょうか。仮に可能なのだとしたら、どういった教材や、

授業が有効なのでしょうか。こういった研究を、更な

る細かな誤答類型の分析をしたうえで継続して進め

ていく所存です。教材作成については、静止図では基

準量、比較量、割合三量の関係性を捉えにくい可能性

があるため、ICTを活用した動的な教材も視野に入れ、

研究していきます。こういった子どもの多様性に応

じた支援方法を考えていくにあたって、ガイダンス

にも挙がっていた「当たり前を問い直す」ことが重要

であると考えています。この子はこの課題が解決で

きていないから、ここでつまずいている、と安易に判

断するのではなく、このような課題ではどうか、こう

介入したらどうか、根拠に基づいて明らかにしてい

きたいと考えております。 

大学院では、子どもたちのこういった分からなさ

を見つめていくこと、そして、子どもたちが「なぜ？」

「この場合はどうなのだろう？」といったようにも

っと探ってみたいと思えるような授業を構想してい

きます。これまで学んできたことを活かして、インタ

ーンシップを通して、理論と実践を往還しながら、現

場で通用する指導法を模索していく所存です。まだ

まだ未熟な部分も多く、教師としての専門性・実践力

を中心に配属先や大学院の先生方、他の院生、子ども

たちから多くのことを学び取り、指導力の向上につ

なげたいと考えております。私が決めた道ですので、

後悔のないように取り組んでいきます。２年間どう

ぞよろしくお願いいたします。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井市順化小学校 

鍋木 義騎（なべき よしのり） 

はじめまして。今年度より福井大学連合教職大学

院授業研究・教職開発専門性コースに入学いたしま

した鍋木義騎と申します。昨年度までは、広島大学

教育学部初等教育教員養成コースに所属しており

ました。広島には、ボリューム満点のお好み焼きや、

新鮮な牡蠣などおいしい食べ物が沢山あるので、ぜ

ひ行って堪能してください。話がそれましたが取得

免許は、小学校一種、中学校一種（数学）、高等学

校一種（数学）です。私は、スポーツが大好きで、

小学生の頃は野球、中学高校生の頃はバスケットボ

ールをしていました。大学に入学して以降も、4年

間２つのバスケットボールサークルに所属し、週３

日でバスケットボールをしていました。 

 私は、小学生の頃から将来の夢に「学校の先生」

と書くほどに小さい頃から学校の先生に憧れてい

ました。親の背中を見てかっこいいなと感じていた

のだと思います。そして小学生の頃、精神的に不安

定だった時期がありました。授業へのやる気も出な

い、自分が悪いと分かっていても認められない、怒

られたら何もかも嫌になって逃げだす、など散々先
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生方にご迷惑をお掛けしてきました。しかしながら

そんな私でも見捨てず、心を落ち着かせてくれた、

学校に対して前向きな気持ちにしてくれた先生方

に恵まれ、学校や授業に楽しく参画することができ

るようになりました。そんな先生方の姿から、教員

へのあこがれはより大きく、より一層教員になりた

いと思うようになりました。 

 広島大学に入学してからは、学校見学や実践的な

例から様々な指導法を学び、教育実習において実践

と反省を繰り返しながら自分を磨きました。失敗す

ることも多々ありましたが、子ども達のためにと同

期と切磋琢磨しながら学んできました。また、学生

サポーターという活動において、特別支援学級の子

ども達を関わらせていただくこともでき、障がいを

抱える子たちはどのようなことに困難を覚えてお

り、先生方はどのように対応しているのか現場の活

動から学ぶことができました。しかしながら、まだ

私には足りない、学ぶべき項目が残っていました。

それは、1 年間と６年間を見越した学級経営です。

教育実習においては、ある程度先生方がクラスの雰

囲気を形成している状態であり、子ども達も何をし

てはいけないのか把握しているところからのスタ

ートでした。担任の先生の学級経営における工夫見

て局所的な視点で学ぶことができても、１年間を見

通した学級経営という視点で学ぶことがあまりで

きませんでした。また、学年ごとの心身の成長段階

の違いからも学級経営の変化が見られましたが、基

本的には配属されたクラスのみで深く学びとるこ

とはできませんでした。そこで４月から学校の、ク

ラスとしてのスタートラインからインターン生と

して関わり、学ぶことができる教職大学院に進学し

たいと考え、入学しました。 

 私は今後のインターンシップやカンファレンス

を通して、私の中に学級経営の中核を形成していく

ことを目標に、努力し学んでいきたいと思います。

インターン先での子ども達一人一人をよく見て、対

話してクラスの総体をつかみ、有効な手立てを先生

方と考察・実践しながら、子ども達が楽しくクラス

に参画できるような、安心して学べる居場所となる

ような学級経営のための学びに向かっていきたい

と思います。また、院生の皆さんや現職の先生方、

大学院の先生方との意見交流を大切にし、小さな学

びでも貪欲に吸収して、自身の成長へとつなげてい

きたいと思っています。 

 大学院生活を通して、自身の目標に向かい、少し

でも私が憧れた教員なれるよう、私らしい教育のス

タイルを見つけられるよう日々学んでいきたいと

思います。２年間どうぞよろしくお願いいたします

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/富山市立大沢野小学校 

根建 美紗（ねだち みさ） 

はじめまして。今年度、福井大学連合教職大学院

の授業研究・教職専門性開発コースに入学しました、

根建美紗と申します。拠点を富山国際大学に置いて

います。昨年度までは、山梨大学教育学部に在籍し

ており、小学校一種免許状、中学校一種免許状（家

庭）、中学校二種免許状（国語）、高等学校一種免

許状（家庭）を取得しました。 

出身は富山県です。とにかく地元が大好きで、大

学で県外に出ていたのですが、月に 1、2 回のペー

スで富山県に帰省していました。私が感じる富山県

のよさは、自然が豊かで過ごしやすい環境が整って

いるのでのびのびと過ごすことができるところで

す。「富山県」と聞くと、観光するところが少ない、

田舎などのようなイメージをもたれることが多い

ですが、実際に住んでみるとそのイメージが払拭さ

れると思います。特に、富山市はコンパクトシティ

を目指して開発が進められているため、交通網が整

っています。また、東京や大阪のような都会らしさ
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は少ないですが、富山ならではの観光地がたくさん

あります。例えば、黒部ダムや黒部峡谷、五箇山の

合掌造り、雨晴海岸などがあります。その他、チン

ドンコンクールやおわら風の盆など年に 1 度全国

から人が訪れる伝統的な祭りも行われています。是

非、富山県に遊びに来てみてください。 

次に、私が教職大学院に進学しようと思ったきっ

かけについて話したいと思います。きっかけは、大

きく分けて 2つあります。 

1つ目は、個別最適な学びを実現し、子どもたち

に確かな学力を身に付けさせたり、学ぶことの楽し

さを感じたりしてもらうための指導の工夫や ICT

の効果的な活用などについて学びたいと思ったか

らです。大学時代に公立中学校や附属小学校などで

学生ボランティアとして、子どもたちの学習のサポ

ート等をしていました。その際に、1学級の中に支

援が必要な児童生徒が複数人おり、1人の教員で全

てに最善な支援を施すのは限界があると感じまし

た。限られた教員数で対応していくためにはあるも

のを最大限有効活用していくことや教員同士で連

携を取り合っていく必要があると考えているので、

長期インターシップでは、学校現場でどのような実

践が行われているのかということや ICT を用いた

実践を行うなかで活用することによってどのよう

な効果が得られるのかなどを学びたいと思ってい

ます。 

2つ目は、卒論の研究について分野を広げて研究

を続けたいと思ったからです。卒論研究では、防災

教育と教科教育に焦点を当て、防災教育を取り入れ

た小学校家庭科の授業検討を行いました。食生活分

野に絞って検討を行ったため、家族・家庭生活や住

生活分野など他の分野でも検討を行い、可能であれ

ば実践も行ってみたいと考えています。また、県内

で特色のある防災教育を行っている学校を訪問し

て、防災教育の実践についても学んでみたいと考え

ています。 

長期インターシップでは、教員になるための資

質・能力を高めるだけではなく、自分自身の教員と

しての教育観を形づくっていくために、子ども観や

指導観、学習観など広い視野をもって、教育につい

て多角的・多面的に考えていきたいと思います。 

この 2年間、ご迷惑をおかけすることもあると思

いますが、自分自身を成長させるための場であると

いうことを自覚し、様々なことに果敢に挑戦し、

日々精進してまいりますのでよろしくお願いいた

します。

 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井県立羽水高等学校 

三田村 寛大（みたむら かんた） 

こんにちは。令和 8 年度より福井大学の教職大学

院にて学ばせていただくことになりました、三田村

寛大と申します。将来は福井県の高等学校で地理歴

史・公民科の教師になりたいと考えています。私の地

元は福井市であり、文化施設が数多くあります。 

そのため、福井の城下町としての歴史、福井の中心

市街地の活性化等に身近に触れる環境に育ってきま

した。 

もともと私は、歴史や哲学をはじめとした人文科

学が好きで、そういった専門の学部のある大学を希

望していました。しかし、私自身が福井で暮らしてい

く中で、福井の古い歴史や伝統が、どのように日常に

生きる私達と関連づいているのか。福井という存在

が、日本全国、日本全体とどのように結びついている

のか。そういったことを生徒に伝え、共に考え、また

生徒との交流を通じ、新たな視点を得ていきたい。そ

のように考えるようになったことで、福井大学の教

育学部を専攻し、４年間社会科教育について深く確
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実に学ぶことができ、中学校教諭社会科一種免許状、

高等学校地理歴史科一種免許状、高等学校公民科一

種免許状を取得することができました。 

私が教師を目指すきっかけは２つあります。どち

らも、自分自身の高校生の時の先生方についてとは

なるのですが、1人目の先生は数学科の先生、２人目

は日本史の先生でした。 

１人目は高等学校の数学科の先生です。私は文系

であり、数学科が苦手でしたが、その先生は数学が苦

手な私に対しても、些細な疑問や初歩的な質問にも

真摯に、丁寧に、じっくりと時間をかけ、わかりやす

く教えてくださいました。放課後の時間になっても、

黒板に向かい、私に向かって真摯に、熱心に教えて下

さる姿には、高校生の時の私も非常に感銘を受けま

した。当時の私はただ単に、疑問に感じたことを解決

しようとしていただけでしたが、そうした私の態度

を上手にくみ取って下さり、先生も熱心に私と向き

合ってくださっていたのだと考えております。 

２人目の先生については、私は小学生の時から歴

史が大好きであり、その先生の授業は、歴史好きの私

をくすぐるような、面白い授業であったと今でも実

感しています。歴史が好きだった私は、その先生に対

して歴史の質問をすると、わかりやすく、より疑問を

提起させるようなトークを展開して下さり、非常に

有意義な時間でした。その先生は日本史の先生であ

り、私は世界史の専攻で、直接受験指導に当たってい

ただいたわけではありませんでしたが、豊富な知識

で生徒の知的好奇心を刺激したり、会話を刺激した

りする。好きこそ物の上手なれという言葉がありま

すが、まさにそうした態度を私に根付かせてくださ

る、素晴らしい先生であったと実感しております。 

このように、高校時代に出会った恩師 2 人の先生

から得た学びと理想像を基に、大学時代では様々な

ことに取り組んできました。具体的に申し上げるな

ら、大学学部のカリキュラムで設定されている学校

外の体験学習についてです。中でも、大学２年次にお

けるライフパートナー活動や、大学３年次から大学 4

年次にかけて行った、私立高校での学習支援活動等、

様々な教育現場を体感し、自分はこれを大事にして

いかなければならない、自分にはこれが足りないな、

と実感したこと数多くありました。 

特に、印象に残っているものは、生徒の学びを促進

したり、興味を引いたりするものは何であるかを常

に見極めることです。現在、教師として私達に求めら

れているのは、生徒に対し、無理矢理知識を教え込ん

だり、まるで銀行預金のように知識を詰め込んだり

することではありません。生徒が、目の前の学びに対

して、自分自身から、積極的に、主体的に学びに向か

っていけるような必要な教材設定や発問の作り方、

授業展開の工夫などが重要です。 

現在、私達の生きる社会は歴史的に見て、大きな混

乱かつ変革の時期を見せています。戦争やエネルギ

ー自給率の問題、選挙における勢力図の変遷、グロー

バル化と私達等、様々な事柄があります。こうしたこ

とについて、社会科は、私達に確かな知識で以て何を

するべきかを教えてくれます。 

社会科を通じ、変革の激しい時代において、課題に

向き合い、より良く解決することが出来るような生

徒を育てていきたい。そういった願いを込め、大学院

での学びに精進してまいりたいと思います。
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令和 7年度の修了生が作成した、長期実践研究報告の一覧です。 

 

 令和 7年度 長期実践研究報告 一覧 
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Schedule （4 月〜8月）             

 4/18,19 Sat. Sun. ４月月間合同カンファレンス A日程 

 4/25,26 Sat. Sun. ４月月間合同カンファレンス B 日程 

 5/12 Tue.        運営協議会（オンライン） 

 5/16 Sat.        ５月月間合同カンファレンス A日程 

 5/23 Sat.         ５月月間合同カンファレンス（東京会場のみ） 

 5/30 Sat.         ５月月間合同カンファレンス B 日程 

 7/4,5 Sat. Sun.   実践研究福井ラウンドテーブル 2025 Summer Sessions 

 7/11 Sat.        ７月月間合同カンファレンス A日程 

 7/18 Sat.        ７月月間合同カンファレンス B 日程 

 7〜8月        夏期集中講座  Cycle1(a:7/25,26.27), (b:7/28,29,30) 

       Cycle2(a:8/1,2,3), (b:8/4,5,6) 

       Cycle3(a:8/8,9,10), (b:8/17,18,19) 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

【 編集後記 】 

本号では、授業研究・教職専門性開発コースの院生、新任

スタッフからの熱い抱負が寄せられました。また、昨年

度した皆様の確かな学びの足跡としての長期実践研究報

告書の一覧を掲載いたしました。今回も力作ぞろいです。

連合教職大学院では今年度も、皆様と連携・協働しなが

ら重層的なコミュニティを形成していきたいと考えてい

ます。その一環として、よりよい Newsletter を作って

いきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

        （2026 年度Newsletter 担当一同） 

 

Newsletter は、教職大学院に関わる皆様の協力で作られています。 

修了生の皆様もご自身の実践や近況について投稿してみませんか。 

関心がある方は、dpdtfukui_nl@yahoo.co.jp までご連絡ください。 
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